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下 町 育 ち で 割 合 面 倒 見 が 良 い

と 自 負 し て い る こ と も あ り 、今 ま

で 町 会 の 運 営 、町 の 活 性 化 、留 学

生 の 話 相 手 、出 身 校 の 交 友

関 係 と 多 々 の ボ ラ ン テ ィ

ア に 参 加 し て き た が 、大 学

の 後 輩 の K 氏 に 紹 介 さ れ る

ま で 、 私 は 「 ぶ ど の い え 」

の 存 在 、ま し て そ の 活 動 に

関 し て 全 く 知 り ま せ ん で

し た 。

後 日 教 会 で 開 か れ た 会

合 に 参 加 し 活 動 状 況 の 説

明 を 受 け 、会 へ の 参 加 の 誘

い を 受 け ま し た が 、そ の 時 点 で は

会 合 が 教 会 で あ っ た こ と も あ り 、

信 者 で も な い 自 分 が こ こ で 何 が

出 来 る だ ろ う か と の 戸 惑 い が 有

り ま し た 。あ ま り お 役 に 立 て そ う

も な い け れ ど 、枯 れ 木 も 山 の 賑 わ

い か な と 会 合 に 出 席 し て 皆 様 の

真 剣 な 意 見 を 聞 く う ち に 難 病 と

闘 っ て 居 ら れ る 方 は 勿 論 、支 え る

家 族 の 物 質 だ け で な く 精 神 的 な

受 け 皿 と し て の ぶ ど う の い え の

存 在 の 意 義 も 理 解 で き 多 い に 賛

同 す る こ と が で き ま し た 。

そ し て 会 の 運 営 を 多 く の 方 々 や

企 業 の 善 意 で 支 え ら れ て い る 事

は 素 晴 ら し い が 、滞 在 さ れ る 方 々

が 心 安 ら か に 過 ご さ れ る た め に

も 、も っ と 潤 沢 な 資 金 が 必 要 な こ

と も 理 解 で き た 。

運 営 に 携 わ る 方 々 が 様 々

に 努 力 さ れ て い る の を 知 る

に つ け 自 分 で も で き る 限 り

理 解 者 を 増 や し 支 援 の 輪 を

広 げ た い と 思 う 。そ し て 年 相

応 に 老 化 は し て い る が 、一 応

元 気 に 毎 日 が 過 ご せ る 現 在

少 々 な り と も お 役 に た て る

機 会 を 与 え て 下 さ っ た 会 に

感 謝 し て い る 。    

（ ぶ ど う の い え 理 事 ）
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第 15 回 JHHH ネットワーク会議

        (Japan Hospital Hospitality House)

ファミリーハウスフォーラムと JHHH ネットワーク会議

JHHH ネットワーク会議に先立ち 11月 1日にファミリーハウスフォーラム「病気の子どもと家族

のトータルケアを考える」が、東京国際フォーラムで開催された。

3：00 からの「中村桂子先生の基調講演“生きている”を見つめる医療--生命誌の視点から」と

パネルディスカッション「ファミリーハウスにおけるトータルケアの実践」の準備のため、10：

00に 50 人以上のボランティアが集合。手順の説明後、あっという間にそれぞれが準備にとりかか

った。私は 10人余りの方々とパネル掲示を担当。より見やすいようにするにはどうしたらよいか

次々とアイディアが出て、サッと自分の出来ることを見極めこなす各ハウスのボランティアの手

際の良さ。お互い初めて会う方々と共に、自己紹介もなく、さっと一つの仕事にとりかかる。そ

の中にすぐ自分のできる仕事が見つけられる。そして何よりも仕事を楽しんでいるボランティア

の皆さんの姿にファミリーハウスはすごい！と感じ、このパワーをぶどうのいえに持ち帰りたい

と思った。

基調講演とパネルディスカッションを終え、フォーラム参加者さんと JHHH ネットワーク会議メ

ンバーとの会食。この会食は翌日の会議に通じる大切な会で、一年振りに再会した各ハウス同士、

近況報告など様々に語り合った。

2014 年 12 月 ぶどうのいえだより
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さて 翌日 11 月 2 日朝、駅での道案内後 国立がん研究センターで JHHH ネットワーク会議に

参加した。

興味深かったのは厚生労働省の方による小児慢性特定疾病児童等の自立支援事業についての説

明報告だった。現状は医療費支出に手をとられてしまい、療養生活支援や同世代の子ども達と交

流支援・就職支援・介護者支援に迄手が回らないそうだ。一つ一つのハウスでは力及ばなくても

JHHH ネットワーク会議メンバーが一緒に国や自治体に働きかければ･･･無理とあきらめずにいた

い。

各ハウスがボランティアさんにいかに支えられているかという報告のあと昼食。

お肉、魚、牛乳も卵も使わないマクロビオティックのお弁当をいただききれい?!になったところ

で 10～15 人の小グループでの分科会に分かれた。少人数での有意義な話し合いのあと、再び全体

で集まり分科会報告。 閉会は 16：30 で充実した二日間だった。

＊主催のファミリーハウスのスタッフ ボランティアの皆様に感謝いたします。

＊一年に一度、各ハウスの方々、そして今できようとしている新しいハウスのスタッフの方々と

逢うことで 毎回自分の担当曜日業務を無事終えることだけを考えがちな自分自身をいましめる

ことができる。ぶどうのいえは来年 20周年となる。いつまでも開所一年目のみずみずしい気持ち

を保つためにも、私は JHHH ネットワーク会議に参加しつづけたいと思う。

（荒川こずえ）

基調講演

「生きている」を見つめる医療

～生命誌の視点から～  中村桂子先生

「人間は生き物であり、自然の一部である」という、とかく忘れがちな基本の基本に戻って、

このことを考える講演でした。

現代社会は、お金や物の豊かさを求める経済や便利さを求める科学技術の開発が優先して、科

学で答えを出し過ぎている事が多く、「わかっていないことがある」という考え方は、忘れがちで

あるが大事ではないか、とお話しされました。

生きているということをみると不思議なことばかりで、世の中に「？」「！」と両方あれば他に

はもう何もいらん と言われた、まど みちおさんの詩

『ぼくが ここに / ほかの どんなものも / ぼくに かさなって / ここに いることは できな

い･･･』 を引用し、人間は必然に導かれた自然な生き物であることを強調されていました。

いま私たちは、生き物 38億年の中にいて、それはみんなが関わり合ってできている歴史物語で

あり博物誌であると、壮大な視野で、扇型に広がっていく生命誌絵巻図を黒板に書かれ、説明さ

れた。その中であらゆる人が、その一生をその人らしく幸せに思い切って生きていける社会が求

められているのではないか、とのご提案でした。豊かな人生経験と長く生命科学の研究をされた

中村先生ならではの導きだと思います。

どんなに科学・医学が発達しても見失ってはならない「人間は生き物であり、自然の一部であ

る」ということは、原点でもあり結論であり、真実で普遍的なものであると再確認しました。

最後に話された『愛(め)づる』という言葉も心に残りました。       （西田恵子）

2014年 12月 ぶどうのいえだより
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全体会

   

「小児慢性特定疾病児童等の自立支援事業等について」

     厚生労働省 雇用均等・児童家庭局 母子保健課 福祉係長 当新卓也

     平成 26 年度に児童福祉法の一部を改正する法律成立。新たに「小児慢性特定疾病児童

等の自立支援事業」を法律に位置付け。27年 1月以降、新たな小児慢性特定疾病対策

を施行。（配布パンフレットより）

     ・療養生活支援事業など、各自治体に依る任意事業にハウスが関われる部分がある。

  「認定 NPO 法人ファミリーハウス発表

       ボランティアさんとともにハウスを豊かに」

        植田洋子、知久佳子、植田桃子、尾崎文、小山健太、岩部敦子

・ ファミリーハウスの自慢はボランティア。登録は 302 名。人間力。

・ キーワードは「人として当たり前」「社会とともに」今、自分ができることを。

・ 経理等は専門家が協力。パソコン関係は、IT専門家がメンテナンス担当。

・ 部屋の無償提供や企業ボランティアにも支えられている。

・ ボランティア説明会は月 2回。ハウス見学等で理解を求める。定着が課題。等々。

  

分科会 「我が家らしい雰囲気づくり」

鹿児島や沖縄からの参加の方を含め 13 人でハウスを「我が家」

らしい雰囲気にする工夫を話し合った。

病院から疲れて戻る方のために、ご飯を炊いて冷凍にしている、スタッフの目の止まらない所

に寄付の品を置き手に取りやすくしている、夜間明かりをつけておく等ハード面の工夫もあった。

だが今回はソフト面の工夫を話す方が多かった。

さりげない日常会話(おはよう、いってらっしゃい、今日は寒いですね、など)を交わしているハウ

スがほとんどで、さらに一歩踏み込んで利用者さんの置かれている状況を考えつつ話をするハウ

スもあった。

相手の立場を考えることは基本で(ケースバイケース)、スタッフ、ボランティアが共通に理解し、

同じ対応をとることが大切ということで意見の一致をみた。

病院とハウスの往復の日々で話をなさりたい方も多く、“いつでも話を聞くよ”という雰囲気作り

(もちろん無理に聞いてはいけないし、こちらからは意見を言わない。あくまでも傾聴ボランティ

アとして)を心がけ、このハウスを選んで下さってありがとうという気持ちで受け入れる事が大切

で、思い切って一歩ふみ出して関わっていきたい。そして“相手が喜ぶ事ならば、して差し上げ

たらいい”と言う気持ちを持ちたい、の意見に参加者は深くうなずいた。

こちらから押し付けにならないよう気をつけながら、スタッフ、ボランティアが家族でいるよう

な雰囲気を作れば、より“第二の我が家”に近づけるのではないかという思いを新たにした。

    （荒川こずえ）

2014 年 12 月 ぶどうのいえだより
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分科会 「感染症対策」

このグループはファミリーハウスの江口理事長を中心に、6団体、10名で話し合いました。

主な対策

・ スタッフとボランティアはハウスに入るとき、うがいと手洗いを守る。予防接種を受ける。

家族が感染症になったら、休む。

・ 病院の中のハウスでは、スタッフに健康診断や抗体検査等が義務づけられている。

・ 利用者に対しては、入室前日に電話で健康を確認する。入室時に問診票の記入を求める。二重

のチェック。自由に使えるマスクや消毒薬を常備。

・ 滞在中に発熱など体調不良になったら、必ず申し出るようにと掲示。受診を勧める。隔離出来

る部屋があれば隔離する。共用部分に出ないよう求める。1 部屋のハウスに移す。ビジネスホ

テルに移し、料金をハウスが負担。選択肢として、退去を求めることもあり得る。

・ 掃除は、アルコール除菌、使い捨て布、手袋の使用。

・ アレルギー物質は、申し出により対処する。生花を飾らない、など。

部屋の規模や運営形態はそれぞれ異なりますが、どのハウスでも幸いこれまで大きな問題が起

きなかったのは、やはり地道な努力に依るものでしょう。

特に対策はないとの発言もありましたが、利用者の安全･安心をはかる普段のハウスの心遣いが

根底にあると感じました。

感染症をハウスに入れない、ハウスから出さない為には意識して情報を集める必要があります。

寒さに向かう今、心がけていても起こりうる問題なので、情報をハウス間で共有する必要がある

との結論になりました。             

（堀内紀子）

  

分科会 「広報」

昨年に引き続き、今年の JHHH ネットワーク会議は東京での開催となりました。午前は、小児慢

性特定疾病児童等の自立支援事業について厚生労働省の当新卓也さんからのお話、そして会議の

主催である認定 NPO ファミリーハウスからの発表。午後は５つのチームに分かれた分科会、及び

振り返りの全体会がありました。

私は広報についての分科会に参加させて頂きました。ソーシャルネットワークサービス（SNS）

も普及し、特に会報誌と HP・SNS の役割の違い（対象者／提供する情報内容）については深く考

えさせられました。特に HP においては、パソコンがなくともスマートフォンで簡単に HP を見ら

れる時代にあるので、ハウスの「今」を伝えるために、よりきめ細やかな情報更新が必要である

ことを痛感しています。

今年も会議に参加出来たことを嬉しく思っております。会議前日のフォーラムも含めて、とて

も充実した 2日間を過ごすことができました。どうもありがとうございました。

(荒川温子)

2014年 12月 ぶどうのいえだより
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セカンド ハーベスト オブ ジャパン

2014 年 2 月より 1 ｹ月に一度、おはようございまーす、という声とともに大きな段ボール箱や

袋を持って、にこにこ顔の女性がぶどうのいえの玄関にいらっしゃいます。

さて、今回は何かな？

品物はジュースや缶詰、レトルト、お菓子、食パンや菓子パン 土のついたお野菜等 その時々

によって違います。時にはパスタやオリーブオイルなどイタリア食材もあります。消費期限が近

づいているものもありますが、まだまだ日持ちするものもたくさんあります。

セカンド ハーベスト オブ ジャパンという団体は本当に少人数のスタッフ、そしてたくさん

のボランティアさんで支えられているそうです。スーパーなどお店で 1 年もつ食品は 7 か月すぎ

ると捨てられることがあります。クリスマスなど季節商品も時期が過ぎると処分です。

配送中に外箱（食品が入っている段ボールです！）がちょっとへこんだり、汚れたりしただけで

も、日本では捨てられてしまうのです。びっくりしてしまいます。そういう品々が集められセカ

ンド ハーベスト オブ ジャパンの方々がふさわしいと思うものを、ふさわしい場所へ届けて下さ

るのです。もちろん無料です！実に様々な施設がこの団体に助けられています。ぶどうのいえも

JHHH ネットワークの一部の団体もです。

食パンや菓子パン、野菜類はすぐにぶどうのいえ 2Fの食堂に置かれます。

缶詰、飲み物、カップ麺などその時頂いたものも 2Fへ！

「行って参ります」とおでかけの利用者さんに「2Ｆにおいしいものがありますよ」と声をかける

と 2Ｆに戻られて、必要な分を手ににこにこ顔で「病院に持っていきます！ありがとう」と言われ

ることもあります。

なにも食べたくないとつぶやく方にチョコレートを

手渡すと、口にして下さることもあります。

子どもさんがどのお菓子にしようか悩んでいる姿をか

いま見ることもあります。皆さん必要な分だけで全部

もっていってしまうことことはありません。

食べることは本当に大切です。食を分

け合うやさしい雰囲気のぶどうのいえです。

この様子を、次のところへ届ける為に大急ぎで車に

戻ってしまうにこにこ顔のボランティアさんに見てい

ただくのが夢なのです。いつか叶いますように。

2014年 12月 ぶどうのいえだより
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★ ありがとうございました

（順不同･敬称略）

渋澤一郎 石渡康弘 柴和子 杉山三郎 聖オルバン教会 宇都宮聖ヨハネ教会 渡邉誠 栗原公

子 南谷猷子 堀楚乃子 大滝瑠理子 聖テモテ教会キャンプ委員会 馬場良子 清水孝郎 河合

敏 戸倉淳 大西健之･六生 宮野紀栄子 寺井姯 針田恵子 西田恵子 高橋幸 小野翠 永野

訓男 永野つね （2014年 7月 1日～10月 31日）

★ ありがとうございました

長内英樹様           コーヒーギフト りんごジュース 素麺 梨 焼海苔

山形寿太郎様          メロン 桃

セカンド ハーベスト オブ ジャパン様  菓子パン パスタ メープルシュガー 備蓄缶

羽深幸夫様           フルーツゼリー 瓶詰 素麺 化粧石鹸           

弘中栄美様           タオル類 封筒 便箋

鈴木浩二様           アイスクリーム

磯上ユミ子様          食器 タッパーウェア

青木様             アメニティーグッズ

及川啓子様           文房具 ぬいぐるみ

梅澤一江様           ジュース 缶コーヒー

田中芳子様           梨

横倉正義様           布地 食器

渡邊洋子様           バザー用雑貨

小杉みどり・真由様       バザー用雑貨

清水孝郎様           陶器

飯塚忍様            バスタオル 食器

山木玲子様           梨

榊まゆみ様           菓子

渡いく子様           食料品

倉光久美様           食料品           

吉田あこ様           米

米関谷礼子・隆一様       和紙人形 雑貨

渡邊雅子様           タオル 茶

田中応佳様           バザー用洗剤

中川李枝子様          ぐりとぐらカレンダー

樋口里子様           バザー用くつ下等

山崎浩子様           ルームソックス 毛糸

及川幸子様           米 切り餅 飲み物

佐藤典子様           バザー用雑貨

アンジー遠藤恵美子様      バザー用雑貨

大庭一巳様          米

矢崎美昭様           米

東邦大学医療センター大橋病院ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ室様 タオル ハンカチ

（2014年 7月 1日～10月 31日）

2014 年 12 月 ぶどうのいえだより
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ホームページ   http://www.budounoie.jp/
E-mail info@budounoie.jp
郵便振替口座名   特定非営利活動法人ぶどうのいえ

郵便振替口座番号  00120-2-540161

会費(ご寄付) 納入のお願い

編集後記

  

  9 月下旬、福岡市立こども病院・感染症センター敷地内に

ある「ファミリーハウスわらべ」を訪ねました。

5部屋あるハウスの中は、玄関からずっとバリアフリーで、

車いすが通れる広い廊下・入口の引き戸と優しい感じがし

ます。プライバシーが充分保たれるよう設計されているのも印象的でした。

11 月からは「ふくおかハウス」という名前で場所や組織形態が変わるようです。（西田）

  10 月 19 日,晴天に恵まれ、たくさんの

     お客様がいらしてくださいました。

収益はぶどうのいえの運営に使わせて

いただきます。                       

          

尾松純子 語りの世界  

日にち：2014 年 12 月 13 日(土)
昼の部 14：00 開演 ・夜の部 17：00 開演

入場料：前売り 2,000 円(当日 2,500 円) （昼の部は好評につき完売しました）

場 所：東京聖テモテ教会礼拝堂

詳細は、ぶどうのいえイベント事務局 鵜飼良機までお問い合わせ下さい。

電話：03-6205-5531

いつも「ぶどうのいえ」の活動をお支えいただきありがとうございます。

ぶどうのいえは、皆様からのご寄付と滞在費収入により運営されています。

2,000 円を超えるご寄付には免税措置が適用されます。

来年度に向けて、振替用紙を同封させていただきました。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

今年も一年間ぶどうのいえの活動をお支え下さり、ありがとうございました。

心より感謝申し上げます。どうぞ良いお年をお迎え下さい。

2014 年 12 月 ぶどうのいえだより

ご報告 福岡「ファミリーハウスわらべ」

秋の大バザーのご報告

支援イベント


